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台北市政府観光伝播局 

 

世界的写真家・蜷川実花氏と直木賞受賞作家・東山彰良氏が 

日本の観光客を台北に誘う 

“Feel Taipei 台北の旅温度を感じる”キャンペーンスタート 

 

台北市政府観光伝播局は、日本における観光地としての台北市の知名度向上、個人旅

行者の増加を目的として、世界的写真家で台湾でも大変人気のある蜷川実花氏、台湾

出身の直木賞受賞作家の東山彰良（王震緒）氏、株式会社ユナイテッドツアーズ(本

社：東京都千代田区、代表取締役：山本 龍二)、エバー航空とコラボレーションし

た訪台キャンペーン“Feel Taipei 台北の旅温度を感じる”を 2016 年７月 13 日から

開始いたします。 

 

 

台北は人も優しく治安も良く、美味しい食べ物と美しい風景があります。地理的にも

日本に近く、気軽に旅行するのに最適な街です。2015 年に台北を訪れた日本人観光客

は 150 万人を越え、海外旅行先のトップに選ばれています。また台北を訪れる外国人

観光客数の中でも、堂々第２位となっています。今年 1月から 5月までの日本人観光

客数は 71万人に達し、昨年に比べて 19.33%も伸長しており、若い女性を中心にます

ます人気が高まっています。 

 

◆キャンペーン概要 

台北の魅力を充分に感じていただく為に、キャンペーンコラボオリジナルツアーを販

売します。このツアーに参加した方には、蜷川実花氏オリジナルデザインのイージー

カード他、「Feel Taipei」限定ギフトパックをプレゼントいたします。 

（当ツアーは、7月 13 日より、公式サイトにて発表いたします。） 

 

＜ギフトパック＞ ① ジッパーバッグ ② ガイドブック ③ ポストカード 

     ④ イージーカード（電子マネーカード） ⑤ ネックピロー ⑥ ハンカチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ポストカード ② ガイドブック ① ジッパーバッグ 

Feel Taipei 台北の旅温度を感じる 

 

④ イージーカード 
(電子マネーカード) 

 

⑤ ネックピロー ⑥ ハンカチ 



蜷川実花氏の作品を使用した限定版イージーカード 

作家・東山彰良氏のオススメは新旧の台北の
旅温度を感じることができる迪化街。 

 

 

◆蜷川実花さんとのコラボレーション企画 

Feel Taipei 限定  

蜷川実花撮影“ツツジの花”デザイン イージーカード 

 

※イージーカード（悠遊カード）は台北の地下鉄（MRT）等で

使える、電子マネーカードです。MRT では全区間運賃が 2割

引となる、台北旅行には欠かせないカードです。 

 

台北市観光伝播局は、世界的に著名な写真家の蜷川実花氏と協力し、彼女が撮る台北

市花“ツツジ”の作品を限定記念イージーカードにしました。このイージーカードは、

本キャンペーンコラボオリジナルツアーに参加するともらえます。台北への訪問回数

は 20 回を超える、という蜷川実花氏の独特の美学を、このカードを使うことによっ

ても感じることができます。 

 

 

 

 

 

 

◆東山彰良さんとのコラボレーション企画 

『懐旧、散策、美味、ショッピング、眠らない』の 5つのテーマで台北への想いを書

き下ろし 

 

 情感あふれる文字で台北市の魅力を伝えるために、直木賞を受賞した台

湾籍作家の東山彰良氏にキャッチコピーを書き下ろしていただきました。

「懐旧、散策、美味、ショッピング、眠らない」という 5つのテーマにつ

いて、東山氏の台北に対する想いを表現。東山氏の文字を通じて、台北に

来る日本人観光客にさまざまな台北の旅温度を感じてもらいたいと思いま

す。（参考：http://japan.travel.taipei/higasiyama.html） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Feel Taipei 公式サイト：http://japan.travel.taipei/  

台北ゆかりの著名人とのコラボレーション 

【蜷川実花さんコメント】 

「台北の大きな魅力の一つはそこに住んでいる人々です。みんなとても優しく、情熱的で、

会うと元気をもらえます。また、新しい事と伝統的な事をうまく融合させている、そこも台

北が多くの人を引き付ける魅力だと思います。」 

 

 (c)森清 (講談社) 

【東山彰良さんコメント】 

「言うまでもなく、新しいものは古いものの上に築かれてゆく。最新の台北も魅力的だが、

その魅力の根っこの部分を探求してみるのも、これまた心楽しい。温故知新の熱い空気のな

かを散策しながら美味しいものを食べ、古いからこそ逆に新鮮なものを探し歩くのは、旅の

醍醐味でもある。」 

 

http://japan.travel.taipei/

